
３月２５日（水）、宮崎大学の卒業式がシェラトンホテルコンベンションセンタ
ーで行われました。その後、３階ホールで「教育文化学部」の「卒業・修了祝賀会、
木犀会入会式」が行われました。教育文化学部及び教職大学院の卒業・修了生は合
計２５１名で、宮崎県内外の教員や公務員、企業へと巣立っていきました。
その様子を写真を中心に御報告いたします。

【 受 付 】
今回の試みとして、

「教職研修」のCD

を県外で教師として

就職する卒業・修了

生に贈呈しました。

少しでも役立つとよ

いのですが‥‥。

【 式次第 】

【 学部長祝辞 】添田 佳伸 学部長

いかなる環境の中であっても、
いかなることにも学び続ける人間力
のある人になってほしい。
そして、び続けるためには、常に謙虚
であることが大切です。
大いに期待しています。
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【 研究科長祝辞 】新地 辰郎 研究科長

学部は卒業、大学院は修了なの
です。それぞれの専門的研究を
今後の実践に生かしてください。
未来に立ち向かってほしい。

【 木犀会長挨拶 】緒方 明夫 会長

木犀会は、会員相互の親睦を深め合
うと共に、母校の発展に寄与するこ
とを目的とした伝統ある同窓会です。
皆さん、この木犀会の会員であるこ
とに誇りを持って、大学で修得され
た知識・技能を十分に発揮し、自己
実現に励んでください。

【 後援会会長挨拶 】矢野 善継 様

いろいろな環境の中であっても、
年配であっても年下であっても
また、モノであっても、それら
をリスペクトできる人が伸びる
ことができます。
感謝の心をもってがんばってく
ださい。

【 祝 杯 】副学長（研究）中 山 迅 教授

今日は、卒業・修了おめでとう。
大いに楽しんでください。
「カンパーイ！」

【

晴
れ
着
姿
の
卒
業
生

・
修
了
生

】



【 木犀賞・木犀大賞表彰 】

〇 表彰者
（ 木 犀 賞 ） 安部 美沙紀 さん、上田 佳奈 さん
（ 木犀大賞 ） 開 貴 大 さん、甲斐 裕斗 さん

【 祝 宴 】

【 木犀会役員の面々 】

午前１０時に集合して、資料の
袋詰め作業、卒業・修了式後の
木犀会入会式の受付等、御苦労
様でした。
県外で教職に就く卒業・修了生
に「研修ファイル」を贈呈しま
した。県内でがんばる卒業生・
修了生にも、何かと支援体制を
整えたいと模索中です。
「卒業・修了生のみなさん、
おめでとうございます。」

【 学部長から表彰状 】 【 緒方会長から副賞 】
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